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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月12日(2016.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極が形成されたＴＦＴ基板とカラーフィルタ基板を有するＩＰＳ方式の液晶表示
パネルと、第１の方向に延在して第２の方向に第１のピッチで配列するバリア電極が形成
されたバリア基板と対向電極が形成された対向基板を有するＴＮ方式の液晶パネルである
パララックスバリアパネルを積層したパララックスバリア方式の３次元表示装置であって
、
　前記パララックスバリアパネルは、第１の数の隣接する前記バリア電極に電圧を印加す
ることによってバリア領域を形成し、前記バリア領域に隣接し、前記第１の数の隣接する
バリア電極には電圧を印加しないことによって開口領域を形成し、前記バリア領域と前記
開口領域が第２のピッチで形成され、前記電圧を印加する前記バリア電極を変えることに
よって、前記バリア領域の位置を変えることが出来、
　前記ＴＦＴ基板の下には第１偏光板が配置し、前記カラーフィルタ基板の上には第２偏
光板が配置し、前記バリア基板の上には第３偏光板が配置し、
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　前記対向基板の配向軸方向は、表示画面の水平方向と４５度±１０度の角度をなし、
　前記カラーフィルタ基板の配向軸の方向と前記対向基板の配向軸方向とは、４５度±１
０度の角度をなすことを特徴とする３次元表示装置。
【請求項２】
　前記バリア電極の下に、絶縁膜を介して、第２のバリア電極が前記バリア電極と前記バ
リア電極の隙間を埋めるように配置し、前記第１の数のバリア電極と前記第１の数の前記
第２のバリア電極によって、前記バリア領域が形成されることを特徴とする請求項１に記
載の３次元表示装置。
【請求項３】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極を変化させることにより、前記バリア領域の位置を変化させる請求
項１に記載の３次元表示装置。
【請求項４】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極と前記第２のバリア電極を変化させることにより、前記バリア領域
の位置を変化させる請求項２に記載の３次元表示装置。
【請求項５】
　前記カラーフィルタ基板の上には第２偏光板が配置し、前記第２偏光板と前記対向基板
との間にλ/２位相差板が配置していることを特徴とする請求項１に記載の３次元表示装
置。
【請求項６】
　前記バリア電極の下に、絶縁膜を介して、第２のバリア電極が前記バリア電極と前記バ
リア電極の隙間を埋めるように配置し、前記第１の数のバリア電極と前記第１の数の前記
第２のバリア電極によって、前記バリア領域が形成されることを特徴とする請求項５に記
載の３次元表示装置。
【請求項７】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極を変化させることにより、前記バリア領域の位置を変化させる請求
項５に記載の３次元表示装置。
【請求項８】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極と前記第２のバリア電極を変化させることにより、前記バリア領域
の位置を変化させる請求項６に記載の３次元表示装置。
【請求項９】
　前記λ/２位相差板と前記対向電極との間には第４偏光板が配置していることを特徴と
する請求項５に記載の３次元表示装置。
【請求項１０】
　前記バリア電極の下に、絶縁膜を介して、第２のバリア電極が前記バリア電極と前記バ
リア電極の隙間を埋めるように配置し、前記第１の数のバリア電極と前記第１の数の前記
第２のバリア電極によって、前記バリア領域が形成されることを特徴とする請求項９に記
載の３次元表示装置。
【請求項１１】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極を変化させることにより、前記バリア領域の位置を変化させる請求
項９に記載の３次元表示装置。
【請求項１２】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極と前記第２のバリア電極を変化させることにより、前記バリア領域
の位置を変化させる請求項１０に記載の３次元表示装置。
【請求項１３】
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　画素電極が形成されたＴＦＴ基板とカラーフィルタ基板を有するＩＰＳ方式の液晶表示
パネルと、第１の方向に延在して第２の方向に第１のピッチで配列するバリア電極が形成
されたバリア基板と対向電極が形成された対向基板を有するＴＮ方式の液晶パネルである
パララックスバリアパネルを積層したパララックスバリア方式の３次元表示装置であって
、
　前記パララックスバリアパネルは、第１の数の隣接する前記バリア電極に電圧を印加す
ることによってバリア領域を形成し、前記バリア領域に隣接し、前記第１の数の隣接する
バリア電極には電圧を印加しないことによって開口領域を形成し、前記バリア領域と前記
開口領域が第２のピッチで形成され、前記電圧を印加する前記バリア電極を変えることに
よって、前記バリア領域の位置を変えることが出来、
　前記ＴＦＴ基板の下には第１偏光板が配置し、前記カラーフィルタ基板の上には第２偏
光板が配置し、前記バリア基板の上には第３偏光板が配置し、
　前記対向基板の配向軸方向は、表示画面の水平方向と４５度±１０度の角度をなし、
　前記カラーフィルタ基板の配向軸の方向と前記対向基板の配向軸方向とは、０度±１０
度であることを特徴とする３次元表示装置。
【請求項１４】
　前記バリア電極の下に、絶縁膜を介して、第２のバリア電極が前記バリア電極と前記バ
リア電極の隙間を埋めるように配置し、前記第１の数のバリア電極と前記第１の数の前記
第２のバリア電極によって、前記バリア領域が形成されることを特徴とする請求項１３に
記載の３次元表示装置。
【請求項１５】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極を変化させることにより、前記バリア領域の位置を変化させる請求
項１３に記載の３次元表示装置。
【請求項１６】
　人間の眼の動きを感知するカメラを有し、前記人間の眼の動きに対応して前記電圧を印
加する前記バリア電極と前記第２のバリア電極を変化させることにより、前記バリア領域
の位置を変化させる請求項１４に記載の３次元表示装置。
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